
 

  は偏差値 60近辺の問題です。 

実際の計算問題は 3問です。 



  
 

  

(1) ある品物を 15個仕入れ，２割の利益を見込んで定価をつけましたが，５個しか売れなかったの 

 で残り全部を定価の１割引きで売ったところ，売り切れたので全部で 900円の利益になりました。 

 この品物１個の仕入れ値は何円ですか。 

 

 

 

(2) 兄と弟のはじめの所持金の比は９：７でしたが，2人とも 500円ずつ使ったので,残金の比は 11:8 

になりました。はじめの兄の所持金は何円でしたか。 

 

 

 

 

(3) 右の図は。１辺 5cmの正方形を３つ並べて，その中 

 に３本の直線を引いたものです。斜線の三角形の面積 

 は何 cm2ですか。 

 

 

 

 

(4) ３％の食塩水と 10％の食塩水を 2:3の割合で混ぜると，何％の濃さになりますか。 

 

 

 

 

 

 

(5) たて 20 cm, 横 28cmの長方形の紙 A B C Dを直線 

 ＥＣを折り目として折り返したところ，右の図のよ 

 うになりました。 ＡＧの長さは何 cmですか。 
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(6) 

(7) 

(8) 



 

  
 

 

３ 現在，父と私の年令の和は 52才で，今から４年後に，父の年令は私の年令の３倍になります。これ

について，次の問いに答えなさい。 

（1）現在の私の年令は何才ですか。 

 

（2）父の年令が私の年令の６倍であったのは，今から何年前ですか。 

 

 

 

 

 

４ 兄が 1500円，弟がいくらかのお金を持っています。兄がプラモデルを買おうとしたら足りなかった

ので，弟が兄に自分の持っているお金の
1

3
を渡しました。兄はプラモデルを買い,残った 200円を弟に返

しました。すると，弟のお金の合計は最初に持っていたお金の
3

4
をになりました。これについて，次の問

いに答えなさい。 

 

(1) 弟は最初お金を何円持っていましたか。 

 

(2)プラモデルの値段は何円ですか。 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

  
 

５ 容器Ａには６％の食塩水が，容器Ｂには 16％の食塩水がそれぞれ 200 gずつ入っていま 

す。いま，容器Ａから何ｇか取り出して，容器Ｂに入れてよくかき混ぜました。次に，容器 

Bから，容器Ａから取り出したのと同じ重さの食塩水を取り出して，容器Ａに入れてよくか 

き混ぜたところ，８％の濃さになりました。これについて，次の問いに答えなさい。 

 

（1）容器Ｂの食塩水の濃さは何％になりましたか。 

 

（2）容器Ａから取り出した食塩水の重さは何 gですか。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

６ 



 

  7 

右の図の四角形ＡＢＣＤは 1辺 12cmの正方形です。 

２点Ｐ，Qは頂点Ａを同時に出発して，それぞれ矢印 

の方向に辺上を，Ｐは毎秒ｌ cm, Qは毎秒 5cmの速さ 

で動きます。これについて，次の問いに答えなさい。 

 

(1) はじめて２点Ｐ，Qが出会うのは，頂点Ａを出発し 

てから何秒後ですか。 

また，その点はどの辺上にありますか。 

 

 

（2）2点が出発してから７秒後に，ＰとＱを結んだ線で正方 

 形を２つに分けたとき，小さい方の図形の面積は何 cm2ですか。 

 

 

（3）Ｐと Qを結ぶ線が，はじめて辺ＢＣに平行になるのは 2点が出発してから何秒後ですか。 
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